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1) 9 種の前駆体からの invivo の糖新生を肝および、腎について測定し，肝の糖新生のリズムは生体の
エネルギー要求に対応したものであり，腎のそれは体液のpHの調整に応答して生ずることを明かに
した。
2 )糖新生のリズム発現の契機となる摂食行動の概日リズムを駆動する生物時計は視交叉上核にある
ことを証明した。また，この領域と摂食行動の中枢の存在する視床下部の腹内側核(満腹中枢)と
外側核(摂食中枢)の聞に線維連絡の存在することをナイフ切断の実験から明かにした。これらの
実験結果からラットのような夜行(食)性動物の摂食行動のリズムは視交叉上核から発信された約
24時間周期の時刻情報によって夜間には摂食中枢が昼間には満腹中枢が興奮することを通じて発現
する。しかも，地球の自転に伴う 24時間周期の明暗の変化によって正確に24時間周期にリズムが同
調していることが明かになった。
3 )更に，視交叉上核が摂食のみならず、摂水の時刻記憶とも関係する証拠を提出した。
4) 視交叉上核における時刻発信にはCaの細胞膜透過性あるいは解糖が関与する可能性を示唆した。
5 )これらの実験成績に踏えて，糖新生の概日リズムの発現と視交叉上核の生物時計との関係につい
て考察を加えた。
以上のべたごとく，本論文は生物時計の生理的意義の解明に大きな貢献をしたと考えられる。した
がって，理学博士の学位論文として十分価値があると認める。
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